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麻
生
川
の　

鮎
の
群
れ
追
う　

太
公
望

藤
の
花　

三
大
神
社　

見
事
な
り

梅
の
木
に　

蝉
の
抜
け
殻　

夏
盛
り

夕
や
け
に　

消
さ
れ
し
梅
雨
の　

む
し
暑
さ

永
遠
に
。　

そ
ん
な
の
ウ
ソ
だ　

言
葉
だ
け

日
の
匂
う　

間
引
菜
刻
み　

夕
食
か
な

さ
る
の
群
れ　

自
分
の
年
だ
と　

大
あ
ば
れ

種
飛
ん
で　

雑
草
の
中　

ニ
ラ
強
し

梅
花
藻
を　

揺
ら
し
て
子
ら
は　

魚う
お

探
す

時ほ
と
と
ぎ
す
鳥　

峰み
ね

に
谺こ
だ
ます　

古こ

刹さ
つ

か
な

隅
田
川　

君
と
二
人
で　

屋や

形か
た

船ふ
ね

意
志
を
継
ぎ　

上
を
向
い
て　

歩
こ
う
？

山
寺
で　

滝
に
う
た
れ
て　

身
も
心
も

清せ
い

水す
い

を　

今
日
も
湛た

た

え
る　

琵
琶
の
湖う

み

登
山
者
の　

草く
た
び臥
れ
癒
す　

更さ
ら

紗さ

風
呂

夏
ま
つ
り　

揃
い
ゆ
か
た
で　

我
忘
れ

夏
や
さ
い　

病
い
乗
り
こ
え　

お
じ
の
顔

ス
テ
ー
ジ
な
れ　

ピ
ア
ノ
コ
ン
テ
ス
ト　

孫
兄
弟

妻
の
愚
痴　

聞
か
さ
れ
吹
き
出
す　

玉
の
汗

過
去
よ
り
も　

明あ
し
た日
を
見
つ
め　

前
進
だ

夏
痩
せ
を　

し
た
け
ど
直
ぐ
に　

リ
バ
ウ
ン
ド

孫
と
子
で　

思
い
出
残
る　

伊
勢
参
り

誰
恋
う
や　

姿
ひ
そ
め
し　

法
師
蝉

超
暑
い　

財
布
も
口
を　

開
け
て
い
る

梅
雨
が
明
け　

太
陽
が
に
ら
む　

く
ら
く
ら
し

年
重
ね
て　

つ
く
づ
く
思
う　

過
去
の
事

実
り
田
に　

仲
睦
ま
じ
く　

蜻と
ん
ぼ蛉
飛
ぶ

秋
夜
長　

庭
に
蟋こ
お

蟀ろ
ぎ　

賑
や
か
に

稲
穂
た
れ　

収
穫
い
そ
ぐ　

野
良
仕
事

老
い
た
身
に　

有
難
き
の
は　

夏な
つ

木こ
だ
ち立

大
輪
の　

か
お
り
た
だ
よ
う　

か
さ
ぶ
ら
ん
花

京
の
夏　

祇
園
ば
や
し
や　

大だ
い
も
ん
じ

文
字

飲
ん
で
乗
る　

行
き
つ
く
先
は　

刑
務
所
や

野
佛
に　

天
が
供
え
た　

彼
岸
花

甲
子
園　

駆
け
る
㐂よ
ろ
こび　

踏
締
め
て

あ
さ
が
お
に　

お
早
う
声
か
け　

元
気
乞
う

「
ド
ン
」
と
音ね

や　

琵
琶
湖
の
上
に　

花
火
咲
く

雨
を
待
つ　

遠
く
に
見
え
る　

入
道
雲

古
里
に　

笹
舟
流
す　

小
川
な
く

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

山
本　
　
忍
（
高
・
高
島
）

山
本　
京
子
（
高
・
高
島
）

川
端　
昭
子
（
マ
・
高
木
浜
）

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

白
井
や
よ
い
（
高
・
宮
野
）

平
井　
ち
く
（
朽
・
大
野
）

足
立　
幸
子
（
新
・
熊
野
本
）

伊
庭　
健
博
（
新
・
深
溝
）

立
石　
隆
松
（
今
・
浜
分
）

戸
井
芙
沙
子
（
新
・
安
井
川
）

久
保　
俊
明
（
高
・
拝
戸
）

頃
常　
芳
子
（
今
・
今
津
）

中
河　
仁
子
（
今
・
今
津
）

宇
井　
増
男
（
高
・
武
曽
横
山
）

北
川　
し
げ
（
安
・
西
万
木
）

北
川
美
佐
子
（
安
・
西
万
木
）

小
谷　
忠
雄
（
マ
・
西
浜
）

駒
井　
堅
次
（
安
・
北
船
木
）

穴
井　
義
夫
（
今
・
梅
原
）

穴
井
由
香
里
（
今
・
梅
原
）

古
谷　
保
子
（
今
・
日
置
前
）

吉
川　
　
明
（
安
・
北
船
木
）

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

山
本
美
智
子
（
マ
・
新
保
）

伊
丹　
孝
子
（
高
・
勝
野
）

内
田　
雅
裕
（
マ
・
西
浜
）

寺
田　
義
輝
（
マ
・
西
浜
）

松
田　
節
子
（
新
・
新
庄
）

村
田　
ナ
ミ
（
高
・
勝
野
）

上
田　
え
み
（
マ
・
浦
）

奥
津
と
し
江
（
安
・
川
島
）

田
谷
多
見
雄
（
安
・
南
古
賀
）

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

金
村　
玉
子
（
マ
・
蛭
口
）

中
崎　
徳
子
（
朽
・
桑
原
）

山
本　
節
子
（
今
・
南
新
保
）

伊
吹　
忠
義
（
マ
・
中
庄
）

北
坂　
　
修
（
高
・
武
曽
横
山
）

居
間
佛
間　

納
屋
寝
室
に　

老
眼
鏡

草
を
取
る　

西に
し

日び

が
背
中
を　

焼
い
て
く
る

大お
お

鯰な
ま
ず
　

蒲か
ば

焼や
き

し
て　

家
内
萬ま
ん

福ぷ
く

花
火
見
る　

孫
の
瞳
も　

ピ
カ
ピ
カ
と

ひ
ま
わ
り
の　

見
送
り
受
け
て　

雲
へ
逝
く

墓
参
り　

供く

物も
つ

に
繋
が
る　

ア
リ
の
列

Ｋ
カ

ラ

Ａ
Ｒ
Ａ
の
唐と
う　

辛が
ら

子し

の
様よ
う

な　

刺
激
か
な

古
里
に　

預
け
た
文ふ
み

子こ　
「
女
坂
」

涼り
ょ
う

風ふ
う

の　

田
園
に
と
ぶ　

赤
ト
ン
ボ

夕
ぐ
れ
に　

涼
風
立
ち
て　

暑
さ
わ
す
れ
る

菊き
く

び
よ
り　

鴨
が
さ
ざ
な
み　

た
て
る
池

尾
瀬
沼
の　

山
小
屋
眼
ざ
し　

風
涼
し

ざ
わ
ざ
わ
と　

吹
く
湖は
ま

風か
ぜ

に　

秋
の
音

赤
ち
ゃ
ん
の　

メ
ダ
カ
の
学
校　

か
わ
い
い
な
ァ

孫
帰
省　

線
香
花
火　

一
心
に

大
花
火　

水
面
を
ぬ
け
て　

び
わ
湖
底

箒ほ
う
き

手
に　

ふ
わ
り
行
き
た
し　

秋
の
空

立
秋
の　

空
見
上
げ
れ
ば　

航こ
う

跡せ
き

雲う
ん

朝
起
き
て　

長
ら
く
聞
か
ぬ　

せ
み
の
声

盆
休
暇　

家
族
賑
わ
う　

笑
い
声

小
さ
き
虫　

死
し
て
其
の
場
は　

ア
リ
ぢ
ご
く

三
成
が　

命
運
賭
け
た　

関
ヶ
原

青
空
や　

黄
金
稲
穂　

実
る
秋

夜
風
う
け　

花
火
楽
し
む　

子
と
孫
と

聞
き
上
手　

話
上
手
の　

秋
の
風

甘
利
さ
ん　

お
金
も
ら
っ
て　

甘あ

ん
ま
利り

や

玄
関
に　

咲
い
た
ア
ジ
サ
イ　

三
回
忌

若
き
こ
ろ　

ほ
た
る
の
光　

蚊か

帳や

の
な
か

こ
の
暑
さ　

敗
け
て
な
ろ
う
か
と　

は
っ
ぱ
か
け

長
い
の
は　

わ
し
が
オ
バ
ア
で　

い
る
期
間

猛も
う

暑し
ょ

猛
暑
も　

終
わ
り
あ
る
事　

忘
れ
て
た

涼
風
に　

命
燃
や
し
て　

鳴
く
蝉
の

高
齢
者　

集
団
検
診　

拒
絶
さ
れ

河か

鹿じ
か

鳴
く　

い
で
湯
の
山
の　

月
青
し

蓮は
す

一
輪　

手た

向
け
て
参
る　

盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

会え

親
蝉
や　

殻
を
遺
し
つ　

去
り
し
悦
び

甲
子
園　

五
輪
人
気
で　

影
薄
く

免
許
証　

返
し
た
い
け
ど　

こ
の
地
で
は

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

益
本
さ
つ
き
（
マ
・
沢
）

駒
井　
重
雄
（
安
・
北
船
木
）

早
田　
弘
子
（
今
・
今
津
）

保
井　
泰
子
（
安
・
上
古
賀
）

青
谷　
裕
子
（
今
・
南
新
保
）

高
野　
龍
哉
（
高
・
野
田
）

大
久
保
絹
子
（
マ
・
西
浜
）

霜
降　
里
子
（
新
・
藁
園
）

添
田
富
美
子
（
安
・
常
磐
木
）

日
浅　
倭
子
（
新
・
太
田
）

小
和
田
富
枝
（
新
・
旭
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

渡
辺　
幸
江
（
新
・
深
溝
）

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
）

髙
澤　
芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

墨
友　
光
代
（
今
・
上
弘
部
）

野
田　
敏
子
（
新
・
旭
）

前
川　
た
つ
（
新
・
針
江
）

岡
田　
芳
子
（
マ
・
沢
）

木
津　
み
ね
（
高
・
拝
戸
）

久
米　
良
彦
（
新
・
太
田
）

清
水　
　
茂
（
今
・
深
清
水
）

坂
口
そ
の
江
（
マ
・
知
内
）

本
城　
和
枝
（
新
・
太
田
）

梅
村　
保
次
（
安
・
四
津
川
）

沢
井　
美
代
（
朽
・
岩
瀬
）

田
中
せ
つ
子
（
高
・
勝
野
）

森
本　
幸
枝(

今
・
梅
原
）

八
木　
　
宏
（
高
・
鴨
）

岡
田　
明
子
（
新
・
安
井
川
）

北
川　
国
重
（
安
・
青
柳
）

西　
　
晴
明
（
高
・
鴨
川
平
）

西　
美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
）

井
保　
孝
夫
（
安
・
西
万
木
）

河
野
弥
寿
男
（
高
・
鵜
川
）

澤
辺
み
さ
を
（
新
・
藁
園
）

中
内　
保
男
（
新
・
針
江
）
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	▼次回締切　　　　▼掲載月

10 月25 日　 		12 月号（火）
必着/お

知
ら
せ

　
市
内
で
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の

生
息
数
が
多
く
、
農
作
物
へ
の
被
害
や
、

森
林
環
境
な
ど
の
生
態
系
へ
の
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
有
害
鳥
獣

の
個
体
数
を
適
正
に
管
理
す
る
た
め
、
狩

猟
期
間
中
に
一
斉
捕
獲
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
参
加
者
に
は
、
捕
獲
し
た
鳥
獣
の
種

類
に
よ
り
報
償
費
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

こ
の
事
業
の
主
旨
を
理
解
し
、
参
加
資
格

を
満
た
す
方
は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
実
施
期
間　
11
月
15
日
㊋
～
平
成
29
年

３
月
15
日
㊌　
※
予
定
頭
数
を
超
え
た
段

階
で
事
業
を
終
了
し
ま
す
。

▼
参
加
資
格
等　
①
平
成
28
年
度
に
滋
賀

県
で
狩
猟
者
登
録
を
さ
れ
た
方
で
、
高
島

市
に
住
所
の
あ
る
方　
②
鳥
獣
保
護
法
や

銃
刀
法
等
関
係
法
令
を
遵
守
し
、
捕
獲
後

は
適
正
に
処
分
で
き
る
方　
③
捕
獲
活
動

中
の
事
故
の
賠
償
の
た
め
、
３
千
万
円
以

上
の
賠
償
保
険
（
共
済
）
に
加
入
し
て
い

る
方
。

問
・
申
参
加
申
込
書
、
狩
猟
者
登
録
証
、

狩
猟
免
状
、
保
険
の
証
券
、
猟
銃
所
持
許

可
証
（
銃
保
持
者
の
み
）、
報
償
費
支
払

口
座
の
通
帳
を
持
ち
農
村
整
備
課
ま
で
。

10
月
28
日
㊎
締
切
。
参
加
申
込
書
は
農
村

整
備
課
に
あ
り
ま
す
。
※
受
付
時
間　
平

日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

問
農
村
整
備
課　
ὸ（
２
５
）
８
５
２
９

　
農
地
中
間
管
理
機
構
で
は
、
所
有
者
か

ら
農
地
を
借
り
た
う
え
で
、
公
募
し
た
借

受
希
望
者
に
貸
し
付
け
る
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、
認
定
農
業

者
等
の
担
い
手
に
農
地
を
集
積
し
、
効
率

的
な
農
業
経
営
を
支
援
し
ま
す
。
貸
し
た

い
方
、
借
り
た
い
方
は
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
受
付
方
法　
申
出
書
ま
た
は
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
次
の
資
料
を
持
っ

て
受
付
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
貸
付
希
望
者
》

①
農
地
台
帳
（
写
）、
②
貸
付
希
望
農
用

地
位
置
図
（
地
番
が
わ
か
る
も
の
）

《
借
受
希
望
者
》

①
法
人
の
場
合
は
、
定
款
ま
た
は
寄
付
行

為
（
写
）
お
よ
び
構
成
員
名
簿
、
②
新
規

参
入
者
の
場
合
は
、
経
営
計
画
書

▼
募
集
期
間　
11
月
10
日
㊍
ま
で

▼
受
付
窓
口　
各
Ｊ
Ａ
営
農
窓
口
、
農
地

中
間
管
理
機
構
高
島
地
域
受
付
窓
口
、
市

役
所　
農
業
政
策
課

▼
農
地
を
貸
す
メ
リ
ッ
ト

①
地
域
に
対
す
る
支
援

・
地
域
が
機
構
に
ま
と
ま
っ
た
農
地
を
貸

し
付
け
た
場
合
、
地
域
に
対
し
、
地
域
集

積
協
力
金
を
支
払
い
ま
す
。

《
交
付
単
価　
10
ａ
あ
た
り
》

貸
付
割
合
が
地
域
の
農
地
全
体
の

２
割
超
～
５
割
以
下　
１・５
万
円
以
内

５
割
超
～
８
割
以
下　
２・１
万
円
以
内

８
割
超　
　
　
　
　
　
２・７
万
円
以
内

利
用
権
設
定
解
除
等
の
面
積　

０・
５
万

円
以
内

②
リ
タ
イ
ア
す
る
農
業
者
等
に
対
す
る
支
援

・
リ
タ
イ
ア
す
る
農
業
者
が
、
機
構
に
農

地
を
10
年
以
上
貸
し
付
け
た
場
合
、
個
々

に
経
営
転
換
協
力
金
を
支
払
い
ま
す
。

《
交
付
単
価　
10
ａ
あ
た
り
》

２・
５
万
円
以
内　

※
１
戸
の
上
限
は

70
万
円

③
隣
接
農
地
の
貸
付
け
に
対
す
る
支
援

・
機
構
の
借
受
農
地
に
隣
接
す
る
農
地
の

貸
付
に
協
力
し
た
場
合
に
、
耕
作
者
集
積

協
力
金
を
支
払
い
ま
す
。

《
交
付
単
価　
10
ａ
あ
た
り
》
１
万
円

※
各
協
力
金
は
、
今
後
、
単
価
が
変
更
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

問
農
業
政
策
課　
ὸ（
２
５
）
８
５
１
１

　
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
法
律
で
８
年
ご
と

に
取
り
替
え
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
10
月
か
ら
来
年
３
月
末
ま

で
に
、
対
象
と
な
る
ご
家
庭
の
水
道
メ
ー

タ
ー
の
交
換
作
業
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
対
象
と
な
る
ご
家
庭
に
は
、
事
前
に
ハ

ガ
キ
で
予
定
日
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
作
業
内
容
な
ど

①
交
換
は
、
市
が
委
託
し
た
業
者
が
行
い

ま
す
。　
②
作
業
員
は
、
身
分
証
明
書
と

腕
章
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。　
③
交
換
す

る
メ
ー
タ
ー
と
作
業
の
費
用
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。　
④
作
業
の
際
は
、
宅
地
内
に

立
ち
入
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
課　
ὸ（
２
２
）
９
０
１
１

　
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
美
術
展
覧
会
に

出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対し
市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す
る
方

な
ら
び
に
高
島
市
出
身
の
方
（
中
学
生
以

下
を
除
く
）　
▼
募
集
部
門　
平
面
、
立

体
、
書
、
工
芸
、
写
真　

▼
募
集
期
間　

11
月
２
日
㊌
～
９
日
㊌
９
時
～
17
時（
土・

日
祝
日
を
除
く
）
※
郵
送
の
場
合
は
、
11

月
９
日
㊌
必
着
。　
▼
作
品
の
搬
入　
【
書

の
部
】
11
月
12
日
㊏
14
時
～
17
時
【
書
の

部
以
外
】
11
月
13
日
㊐
８
時
30
分
～
12
時　

農
作
物
被
害
等
を
防
ぐ
た
め

猟
期
に
有
害
鳥
獣
を
捕
獲
し

ま
す
。
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

農
地
を
貸
し
た
い
方

　
借
り
た
い
方
を
募
集
！

水
道
メ
ー
タ
ー
の

　
交
換
作
業
を
行
い
ま
す

第
12
回	

高
島
市
美
術
展
覧
会

の
作
品
募
集
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有
　
料
　
広
　
告

直
接
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。　
ˇし
１

点
１
，０
０
０
円
（
高
校
生
は
５
０
０
円
）　

▼
開
催
期
間　
11
月
19
日
㊏
～
23
日
㊌
・

㊗
９
時
～
18
時　
所
新
旭
体
育
館　
※
詳

し
く
は
実
施
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
出
品
申
込
書
を
ご
記
入
の
上
、
高
島
市

美
術
展
覧
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
社
会

教
育
課
）
ま
で
郵
送
ま
た
は
直
接
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
※
申
込
書
、
実
施
要
項
は
各

公
民
館
、
今
津
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
安
曇
川
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
に
あ

り
ま
す
。

問
高
島
市
美
術
展
覧
会
実
行
委
員
会
事

務
局
（
社
会
教
育
課
）

　

ὸ（
３
２
）
４
４
５
７

　
子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
を
支
援
・
指

導
し
て
い
た
だ
く
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講

座
、
第
３
回
は
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を

体
験
し
よ
う
！
』
で
す
。
楽
し
み
な
が
ら

自
然
と
ふ
れ
あ
う
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を

実
際
に
体
験
し
な
が
ら
、
指
導
の
ポ
イ
ン

ト
・
注
意
点
な
ど
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

時
10
月
29
日
㊏　
９
時
30
分
～
12
時　

所
吹
田
市
立
少
年
自
然
の
家
「
も
く
も
く

の
里
」（
今
津
町
南
生
見
）　
対し
高
校
生
以

上　
ˇし 

無
料

問
・
申
青
少
年
課
ὸ（
３
２
）４
４
５
８　

10
月
21
日
㊎
締
切

　
農
地
を
、
住
宅
や
工
場
・
農
業
倉
庫
を

建
設
す
る
な
ど
の
目
的
を
持
っ
て
、
農
地

以
外
の
も
の
に
す
る
こ
と
を
農
地
転
用
と

い
い
ま
す
。
農
地
転
用
を
す
る
に
は
、
農

地
法
に
基
づ
く
申
請
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　
転
用
に
つ
い
て
は
、
農
地
を
営
農
条
件

や
市
街
地
化
の
状
況
か
ら
区
分
し
て
審
査

す
る
「
立
地
基
準
」
と
、
資
力
・
信
用
等

転
用
の
確
実
性
や
周
囲
の
農
地
へ
の
影
響

等
を
審
査
す
る
「
一
般
基
準
」
に
よ
り
、

農
業
委
員
会
の
定
例
総
会
で
許
可
・
不
許

可
が
判
断
さ
れ
ま
す
。

　
計
画
の
内
容
等
に
よ
っ
て
は
転
用
で
き

な
い
農
地
や
、
許
可
に
あ
た
っ
て
他
法
令

の
許
認
可
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
農
地
転
用
を
計
画
さ
れ
る
際
は

事
前
に
農
業
委
員
会
へ
ご
相
談
い
た
だ

き
、
許
可
条
件
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

　

ὸ（
２
５
）
８
５
１
３

　
海
津
大
崎
の
桜
並
木
を
守
り
、
美
し
い

景
観
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
た
め
の
保

全
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

時
10
月
23
日
㊐　
９
時
～
12
時　
所
旦
過

園
地
集
合
（
マ
キ
ノ
町
海
津
・
大
崎
並
木

口
）　
内
並
木
沿
い
の
草
刈
・
施
肥
等
保

全
作
業　
※
７
時
に
雨
・
風
・
雷
注
意
報

が
発
令
さ
れ
て
い
る
場
合
は
中
止
し
ま

す
。

問
「
美
し
い
マ
キ
ノ
・
桜
守
の
会
」　

　
　
代
表
事
務
局　
マ
キ
ノ
支
所

　

ὸ（
２
７
）
１
１
２
１

《
有
機
農
業
実
践
研
修
》

　
有
機
農
業
を
シ
ゴ
ト
に
し
よ
う
！　

～
野
菜
栽
培
実
習
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
～

　
時
10
月
７
日
㊎
開
始
。
全
６
日
間

《
高
島
林
業
の
未
来
を
探
る　
林
業
塾
》

　
時
10
月
26
日
㊌
開
始
。
全
６
日
間

《
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
基
礎
研
修　
あ
な
た

が
変
わ
る
魔
法
の
授
業　
～
成
功
す
る
人

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
と
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
実
習
～
》

　
時
10
月
26
日
㊌
開
始
。
全
５
日
間

所
観
光
物
産
プ
ラ
ザ
（
新
旭
公
民
館
）
な

ど　
対し
高
島
市
内
で
の
就
職
や
創
業
を
希

望
す
る
方
な
ど　
ˇし
無
料　
※
セ
ミ
ナ
ー

内
容
や
お
申
し
込
み
方
法
は
、
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
を
ご
覧
に
な
る

か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
高
島
地
域
雇
用
創
造
協
議
会　

ὸ（
２
５
）
５
７
３
１　

http://

第
３
回		

子
ど
も
の
体
験
活
動

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

農
地
転
用
さ
れ
る
と
き
に
は

許
可
が
必
要
で
す

海
津
大
崎
の
桜
並
木
保
全
活
動

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

高
島
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

セ
ミ
ナ
ー

w
w

w
.takashim

a-shigoto.jp

時
10
月
21
日
㊎　
10
時
～
12
時
、
13
時
～

15
時　
所
新
旭
保
健
セ
ン
タ
ー　
対し
16
歳

か
ら
69
歳
の
方
（
初
め
て
の
方
は
64
歳
ま

で
）。
な
お
、
服
薬
中
、
妊
娠
中
の
方
な

ど
献
血
を
ご
遠
慮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
健
康
推
進
課　
ὸ（
２
５
）
８
０
７
８

対し
青
年
海
外
協
力
隊
：
20
歳
～
39
歳
で
日

本
国
籍
の
方　
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
：
40
歳
～
69
歳
で
日
本
国
籍
の
方　

内
技
術
や
経
験
を
活
か
し
、
開
発
途
上
国

の
人
々
と
共
に
生
活
し
、
相
互
理
解
を
図

り
な
が
ら
行
う
海
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。
事
業
主
体
は
、国
際
協
力
機
構（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
実
施
す
る
政
府
事
業
で
す
。　

11
月
4
日
㊎
消
印
有
効
。

問
公
益
社
団
法
人
青
年
海
外
協
力
協
会

（JO
CA

）
近
畿
支
部

　

ὸ
０
６
（
６
３
７
５
）
２
２
２
４

　
55
歳
以
上
の
県
内
在
住
者
を
対
象
に
、

就
業
機
会
拡
大
の
た
め
の
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

《
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
習
》

時
11
月
１
日
㊋
～
８
日
㊋
の
う
ち
平
日
５

日
間　
所
シ
ル
バ
ー
連
合
会
事
務
所　
▼

申
込
締
切　
10
月
19
日
㊌

《
調
理
補
助
ス
タ
ッ
フ
講
習
》

時
11
月
14
日
㊊
、
16
日
㊌
、
17
日
㊍

所
彦
根
市
民
会
館　
▼
申
込
締
切　
11
月

１
日
㊋

《
遺
跡
入
門
講
習
》

時
11
月
15
日
㊋
、
22
日
㊋
、
29
日
㊋

所
滋
賀
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　
▼
申

込
締
切　
10
月
13
日
㊍

《
福
祉
有
償
運
送
運
転
者
講
習
》

時
11
月
１
日
㊋
～
４
日
㊎
の
う
ち
平
日
３

日
間　
所
ピ
ア
ザ
淡
海　
滋
賀
県
立
県
民

交
流
セ
ン
タ
ー　
▼
申
込
締
切　
10
月
17

日
㊊

ˇし
無
料
（
交
通
費・昼
食
代
は
自
己
負
担
）

問
・
申
（
公
社
）
滋
賀
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
へ
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
用

紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ὸ
０
７
７
（
５
２
５
）
４
１
２
８

　

高
島
市
内
に
お
住
ま
い
の
60
歳
以
上

で
、
働
く
意
欲
の
あ
る
方
、
仕
事
を
通
じ

て
自
ら
の
生
き
が
い
を
見
つ
け
、
健
康
づ

く
り
・
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

《
マ
キ
ノ
・
今
津
地
域
》

　
時
10
月
11
日
㊋　
９
時
30
分
～

　
所
マ
キ
ノ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

《
朽
木
・
新
旭
地
域
》

　
時
10
月
13
日
㊍　
９
時
30
分
～

　
所
新
旭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
「
ほ

お
じ
ろ
荘
」

《
安
曇
川
・
高
島
地
域
》

　
時
10
月
14
日
㊎　
９
時
30
分
～

　
所
高
島
市
役
所　
高
島
支
所

問
・
申
（
公
社
）
高
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー　
ὸ（
３
６
）
８
１
９
１

　
視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方
が
企
画
す
る

催
し
。「『
話
し
方
』
と
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
』
で
決
ま
る
！　
～
豊
か
な
人
間

関
係
作
り
と
は
～
」
を
テ
ー
マ
に
学
び
ま

す
。

時
10
月
26
日
㊌　
13
時
～
15
時　
所
観
光

物
産
プ
ラ
ザ
（
新
旭
公
民
館
）
対し
視
覚
に

障
が
い
の
あ
る
方
を
中
心
に
、
ご
家
族
、

支
援
者
な
ど　
ˇし
無
料　
内
（
講
師
）
堀

江
あ
け
美
さ
ん
（
司
会
者
、話
し
方
講
師
）

問
・
申
滋
賀
県
立
視
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー　

ὸ
０
７
４
９（
２
２
）
７
９
０
１　
10
月

19
日
㊌
締
切
。催　

し

　
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
参
加
料
・
入
場
料
の
記
載
の
な

い
も
の
は
無
料
で
す
。

　
箱
館
山
裾
野
に
広
が
る
一
面
の
そ
ば
畑

と
そ
の
周
辺
の
自
然
散
策
と
そ
ば
打
ち
体

献
血
（
全
血
）
に

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集

シ
ニ
ア
対
象
「
講
習
会
」

受
講
者
募
集
！

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

県
立
視
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー　

話
し
方
教
室

そ
ば
の
ま
ち
散
策

～
そ
ば
の
花
と
そ
ば
打
ち
体
験
～
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ὸ
０
９
０
（
６
４
８
９
）
２
８
０
３

　
「
お
こ
づ
か
い
」
が
子
ど
も
の
人
生
の

よ
い
習
慣
に
な
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
い
た

だ
き
お
子
さ
ん
に
お
金
を
ど
う
教
え
る
か

を
考
え
ま
す
。

時
10
月
15
日
㊏　
13
時
30
分
～
15
時　
所

働
く
女
性
の
家　
対し
子
ど
も
の
お
こ
づ
か

い
で
お
悩
み
の
保
護
者
（
お
子
さ
ん
は
入

場
不
可
）　
定し
40
人　
内
お
こ
づ
か
い
の

額
の
決
め
方
は
？　
家
族
し
か
教
え
ら
れ

な
い
こ
と
、
ご
褒
美
に
お
駄
賃
を
あ
げ
る

の
は
？　
子
ど
も
は
親
の
鏡
で
す
。（
講

師
）
漁
野　
努
さ
ん　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
金
融

知
力
普
及
協
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

※
託
児
は
未
就
学
児
に
限
り
５
人
ま
で
。

10
月
７
日
㊎
締
切
。

問
・
申
た
か
し
ま
結
び
と
育
ち
の
応
援

団　
ὸ（
３
３
）
７
７
５
８　
⁳（
３
３
）

７
７
５
９　
10
月
14
日
㊎
締
切
。

　
高
島
市
の
自
然
や
歴
史
を
テ
ー
マ
に
し

た
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
専
門
家
か
ら
興

味
深
い
お
話
や
関
連
す
る
本
を
紹
介
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

《
第
１
回
》「
栃
の
木　
巨
木
の
森
と
自
然
」

時
10
月
16
日
㊐　
13
時
30
分
～
15
時　
内

（
講
師
）
滋
賀
県
生
物
多
様
性
保
全
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー　
青
木　
繁
さ
ん

《
第
２
回
》「
古
代
の
鉄　
～
高
島
か
ら
の

視
点
～
」　
時
11
月
５
日
㊏　
13
時
30
分

～
15
時　
内
（
講
師
）
高
島
歴
史
民
俗
資

料
館　
白
井　
忠
雄　

所
２
回
と
も
今
津
図
書
館　

視
聴
覚
室　

対し
市
民　
定し
各
回
50
人　

問
・
申
今
津
図
書
館　
ὸ（
２
２
）
３
８

２
７
（
い
ず
れ
か
の
み
の
受
講
も
可
）

《
初
級
英
語
サ
ロ
ン
》
時
10
月
17
日
㊊
、

24
日
㊊
、
31
日
㊊　
19
時
～
20
時　
所
今

津
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
内
（
講

師
）
デ
イ
ビ
ッ
ト
・
グ
リ
ー
ク
先
生

《
中
級
英
語
サ
ロ
ン
》
時
10
月
８
日
㊏
、

22
日
㊏　
①
９
時
30
分
～
10
時
30
分　
②

10
時
45
分
～
11
時
45
分　
所
今
津
東
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
内
（
講
師
）
ケ

ビ
ン
・
デ
ィ
ー
ガ
ン
先
生　
ˇし
（
一
般
）

１
回
１
０
０
０
円　
（
高
校
生
以
下
）
１

回
５
０
０
円
、
会
員　
１
回
５
０
０
円

※
さ
ら
に
お
得
な
会
員
用
Ｔ
Ｉ
Ｆ
Ａ
カ
ー

ド
（
回
数
券
）
も
協
会
事
務
局
（
今
津
東

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）
で
販
売
：

11
回
分　
５
、０
０
０
円

問
・
申
高
島
市
国
際
協
会　
ὸ（
２
０
）

１
１
８
０　
⁳（
２
０
）
５
７
５
７

tifa822@
ares.eonet.ne.jp

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
気
に
な
る
方
は

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時
10
月
19
日
㊌　
10
時
～
13
時　
所
今
津

保
健
セ
ン
タ
ー　
定し
25
人　
内
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
に
つ
い
て
の
学
習
、
調
理
実
習　

ˇし
２
０
０
円　
持
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン　

※
託
児
あ
り
ま
す
（
要
予
約
）

問
・
申
健
康
推
進
課　
ὸ（
２
５
）
８

０
７
８　

⁳（
２
５
）
５
６
７
８　

kyousitsu@
city.takashim

a.lg.jp　

名
前
、連
絡
先
、住
所
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
禁
止
事
項
な
し
！　
自
分
の
責
任
で
自

由
に
遊
ぼ
う
！　
た
き
火
、
ド
ラ
ム
缶
風

呂
あ
り
、木
登
り
Ｏ
Ｋ
、泥
ん
こ
Ｏ
Ｋ
。「
ケ

ガ
と
弁
当　
自
分
持
ち
」
で
、
秋
の
お
山

で
思
い
っ
き
り
遊
ぼ
う
！

時
10
月
22
日
㊏　
10
時
～
17
時　
所
椋
川

Ｅ
Ｃ
Ｃ
学
園
キ
ャ
ン
プ
場　
対し
小
学
生
以

上
は
子
ど
も
だ
け
の
参
加
可
。
未
就
学
児

は
保
護
者
同
伴
。
持
昼
食　

験
を
実
施
し
ま
す
。
昼
食
に
は
参
加
者
自

ら
が
打
っ
た
そ
ば
を
ご
賞
味
い
た
だ
き
ま

す
。

時
10
月
10
日
㊊
・
㊗　
９
時
30
分
～　
所

今
津
総
合
運
動
公
園　
※
電
車
で
お
越
し

の
方
は
、
９
時
10
分
に
Ｊ
Ｒ
近
江
今
津
駅　

東
口
へ
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。
バ
ス
で
会

場
ま
で
移
動
し
ま
す
。　
ˇし
２
，
４
４
０

円
（
保
険
代
、
バ
ス
代
、
昼
食
代
等
）　

定し
50
人　
申
参
加
者
全
員
の
氏
名・年
齢・

性
別
と
代
表
者
の
個
所
に
住
所
、
電
話
番

号
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
を
ご
記
入
い
た
だ

き
、
今
津
の
四
季
散
策
ツ
ア
ー
実
行
委
員

会
（
事
務
局　
前
川
さ
ん
）
〒
５
２
０
ー

１
６
１
１　
今
津
町
弘
川
３
８
２
ま
た
は

⁳（
２
２
）
０
４
４
９
ま
で
。

問
今
津
の
四
季
散
策
ツ
ア
ー
実
行
委
員

会
（
事
務
局　
前
川
さ
ん
）

ὸ
０
８
０
（
３
７
６
９
）
８
０
１
９

　
見
て
、
聞
い
て
、
話
す
。
外
国
人
講
師

と
と
も
に
楽
し
く
学
習
し
ま
す
。

時
10
月
26
日
㊌
か
ら
毎
週
水
曜
日
（
全
８

回
）　
《
英
会
話
》18
時
～
19
時
、《
韓
国
語
》

19
時
30
分
～
20
時
30
分

所
観
光
物
産
プ

ラ
ザ
（
新
旭
公
民
館
）　
ˇし
５
，
０
０
０

円
（
別
途
教
材
費
２
，
０
０
０
円
）　
定し

各
先
着
15
人

問
・申
国
際
文
化
交
流
協
会
（
前
田
さ
ん
）　

大
人
の
た
め
の
英
会
話
・

韓
国
語
入
門
講
座

た
か
し
ま
結
び
と
育
ち
の
応
援
団

「
お
こ
づ
か
い
教
室
」

自
然
や
歴
史
に
興
味
が
も
て
る
！

聴
い
て
・
読
ん
で
・
知
る　

地
域
史
講
座

国
際
交
流
サ
ロ
ン

９
月
の
食
の
健
康
教
室

「
余
分
な
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
さ
よ
う
な
ら
」

お
た
め
し
プ
レ
ー
パ
ー
ク

in
椋
川

問
つ
な
が
る
子
育
て
の
会
（
和
田
さ
ん
）

　

ὸ
０
９
０
（
７
３
５
３
）
９
５
７
３

　

takashim
a,playpark@

gm
ail.com

　
安
全
で
安
心
な
交
通
社
会
を
実
現
す
る

た
め
、
交
通
安
全
市
民
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
を
図
り
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
撲

滅
し
ま
し
ょ
う
。

時
10
月
23
日
㊐　
13
時
30
分
～
15
時
30
分　

所
藤
樹
の
里
文
化
芸
術
会
館　
内
交
通
安

全
記
念
式
典
、
市
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

吹
奏
楽
団
体
に
よ
る
演
奏
会
、
展
示
コ
ー

ナ
ー　
交
通
安
全
こ
ど
も
の
“
え
”
作
品

展
、
交
通
安
全
パ
ネ
ル　
ほ
か　
※
内
容

は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
“
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
た
か
し
ま
”
交
通

安
全
推
進
協
議
会
（
事
務
局
：
交
通
対
策

課
）　
ὸ（
２
２
）
０
０
５
８

時
10
月
23
日
㊐
10
時
～
14
時　
所
航
空
自

衛
隊
饗
庭
野
分
屯
基
地　
内
ペ
ト
リ
オ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
機
動
展
開
訓
練
展
示
、
警
備

犬
訓
練
展
示
、
装
備
品
等
各
種
展
示
、
体

験
喫
食
（
カ
レ
ー
）
等

※
現
地
に
駐
車
場
が
な
い
た
め
、
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
場
所
、
時
間
な

ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
饗
庭
野
分
屯
基
地　

第
12
高
射
隊
総

務
人
事
班　
ὸ（
２
５
）
４
３
４
３

　
焼
き
た
て
ピ
ザ
や
朽
木
の
特
産
品
、
手

作
り
品
の
販
売
、
森
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

音
楽
隊
ス
テ
ー
ジ
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
時
10
月
29
日
㊏　

10
時
～
15
時　
所
森
林
公
園
く
つ
き
の
森　

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
森
林
公
園
く
つ
き
の
森

　
ὸ（
３
８
）
８
０
９
９

　
市
内
で
が
ん
ば
っ
て
お
ら
れ
る
独
身
の

あ
な
た
へ
、
出
会
い
の
チ
ャ
ン
ス
を
提
供

し
ま
す
。バ
ス
に
乗
っ
て
京
都
水
族
館
へ
。

イ
ル
カ
シ
ョ
ー
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

農
業
の
担
い
手
男
性
歓
迎
。

時
10
月
29
日
㊏　
所
（
集
合
）
結
び
と
育

ち
の
応
援
団
（
働
く
女
性
の
家
の
向
か

い
）　
対し
市
内
在
住
・
在
勤
の
独
身
男
性
、

全
国
の
独
身
女
性（
男
女
共
25
歳
～
45
歳
）　

定し
男
女
各
20
人　
ˇし
４
，
５
０
０
円
（
食

事
代
・
入
場
料
・
保
険
代
）
申
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
参
加
費
を
添

え
て
、高
島
地
域
農
業
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、

た
か
し
ま
結
び
と
育
ち
の
応
援
団
ま
で
。

10
月
21
日
㊎
締
切

問
高
島
地
域
農
業
セ
ン
タ
ー

　

ὸ（
２
２
）
３
１
７
８

　
各
学
部
の
児
童
・
生
徒
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

の
発
表
や
作
品
展
示
、
販
売
活
動
を
行
い

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

時
10
月
29
日
㊏　
９
時
50
分
～　
所
新
旭

養
護
学
校
体
育
館
、
１
階
教
室
を
中
心

問
新
旭
養
護
学
校　
ὸ（
２
５
）
６
８
１
０

　
人
生
の
終
わ
り
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

自
分
の
考
え
や
希
望
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

を
ど
の
よ
う
な
形
で
残
す
こ
と
が
で
き
る

か
、
ま
た
、
そ
の
権
利
を
守
る
ひ
と
つ
の

手
段
と
し
て
の
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
」を
上
映
し
ま
す
。（
日
本
語
字
幕
付
き
）

時
10
月
30
日
㊐　
13
時
30
分
～
15
時
30
分　

所
今
津
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
・
申
高
島
市
社
会
福
祉
協
議
会

ὸ（
３
６
）
８
２
２
０　
⁳（
３
６
）
８

２
２
１

　
南
市
商
人
の
ま
ち
に
想
い
を
馳
せ
て
、

み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

時
10
月
30
日
㊐　
10
時
～
15
時　
所
安
曇

川
町
南
市　
旧
郵
便
局
（
メ
イ
ン
会
場
）

内
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
仮
装
パ
レ
ー
ド
＆
コ
ン

テ
ス
ト
、学
習
会
「
南
市
の
歴
史
を
学
ぶ
」　

中
江
彰
氏
、も
ち
つ
き
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

等
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
バ
ン
ド
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等
）、朝
市
、フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト　
（
仮
装
パ
レ
ー
ド
に
参
加
さ
れ

る
方
は
、
10
月
20
日
㊍
締
切
。）　

問
・
申
南
市
区
自
治
会
区
長　
山
下
さ
ん　

ὸ
・
⁳（
３
２
）
０
４
１
８

（
高
島
市
後
援
）

　
３
Ｂ
体
操
は
、３
つ
の
用
具
（
ボ
ー
ル・

ベ
ル
・
ベ
ル
タ
ー
）
を
使
っ
て
、
誰
で
も

で
き
る
健
康
体
操
で
す
。

高
島
交
通
安
全
市
民
大
会

饗
庭
野
分
屯
基
地
祭

森
の
感
謝
祭

縁
む
す
び
バ
ス
ツ
ア
ー
in

京
都
水
族
館

第
20
回

新
旭
養
護
学
校
文
化
祭

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業

映
画
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
」
上
映
会

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン		

ザ		

南
市

３
Ｂ
体
操　
シ
ニ
ア
無
料

体
験
会
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nformationI 暮らしの情報

nformationI文化情報を紹介するコーナーです。
皆さんの情報などを藤樹の里文化芸術会館（　３２－２４６１）まで
お寄せください。締め切りは毎月2５日です。

文化情報を紹介するコーナーです。
皆さんの情報などの掲載を希望される場合は、藤樹の里文化芸術会館（ 32－2461）
までお寄せください。12 月号掲載の締め切りは 10 月 20 日です。（毎月 20 日締め切り）

湖西地域の文化情報

13 時開演 ▼出演　アールグリー、浜田博行 memorial 
quintet featuring 高木遊馬、うたごえ
浜かぜ、同志社混声合唱団、立命館大学
軽音楽サークル Jack&Beans、京都市
立堀川高等学校邦楽部、安曇川高等学校
吹奏楽部、高島高等学校吹奏楽部

第３回高島・京都市民交流コンサート

全席自由
一律　1,500 円

高島・京都市民交流コンサート実行委員会
　田中泰典さん　 （20）5663

永島正人クレパス画展
～空想の生き物たちとのひびきあい～

今津町舟橋 2ー8ー10　 （22）1414
※最終日　15時まで

「色とあそび手織点」
西田昌江の作品展

藤樹の里文化芸術会館　 （32）2461

安曇川町田中 426　 （32）0150
10 時～ 17時

パッチワークキルト展
～創る楽しさに思いを紡いで布遊び～
　　　　中井和美・長谷川信子

15 時開演
ストリングスが奏でる極上の空間
高島出身秀英フルーティスト中川　
彩が華を添える。

関西フィル弦楽オーケストラ
・リラックスコンサート in 高島

全席指定

ガリバーホール

一　般　	3,500 円
バルコニー席 3,000 円
高校生以下（一般席のみ）　
　　　　　2,000 円

▼演奏予定曲
　ドヴォルザーク／弦楽セレナーデ
※未就学児の入場は、ご遠慮願います。
ガリバーホール　 （36）0219

14時開演
全席自由

ガリバーホール

入場無料

クラシックの名曲をピアノ・歌・歌
のアンサンブルでお届けします。
泉の会　長野さん　 （36）2392

泉の会　第 39 回定期演奏会
～彩る秋のただ中で～

◆朽木資料館およびマキノ資料館の見学には予約が必要
です。見学を希望される場合は高島歴史民俗資料館へお
申し込みください。

高島歴史民俗資料館

●常設展示
高島の歴史と風土に出会える
　鴨稲荷山古墳石棺模型をはじめ、
古代高島を伝える考古資料を展示。
高島歴史民俗資料館　 （36）1553

９時～ 16時 30分

企画展

●企画展
戦国時代の分部氏

※最終日　17時まで

10/22 土
～11/27 日

高島市市民劇 2016「みずうみの詩
うた

」

14 時開演

モーリス・ラヴェル作曲「ボレロ」
など、お馴染みの曲を中心に、第３
音楽隊による素晴しい演奏会をご鑑
賞いただけます。

陸上自衛隊第３音楽隊演奏会

全席自由

高島市民会館

高島市民会館　 （22）1764
入場無料

（入場整理券必要）
※市内前売所で入場整理券を配布します。

朽木資料館　 （38）2339

●企画展
古写真とイラストで見る
高島市の原風景
※『朽木村史』編纂に伴い作成され
たイラストや収集した古写真を展示
します。

朽木資料館

９時～ 16時 30分

10/15 土
～11/20 日

◆朽木資料館は、企画展開催中のみ
の開館です。

　「琵琶湖を歌うオリジナル曲」の創作に取り組む市民
合唱団の活動を通して、まちの明日を考えるための高島
市市民劇初の完全オリジナル創作劇。

　高島市文化ホールでは、市民の皆さんからご提案
いただいた事業を、共催事業として市民団体と協働
で実施しています。（市民提案型共催事業）
　平成 29 年度事業としてご提案がある場合には、
10 月 30 日（日）までに藤樹の里文化芸術会館あ
てに提案書をご提出ください。事業採択には条件が
あります。お気軽にお問い合わせください。

チ
ケ
ッ
ト
絶
賛
発
売
中
！

「平成 29 年度高島市文化の支援事業」
を募集します！！

▼場所　藤樹の里文化芸術会館
▼料金　前売り一般１，５００円　18 歳以下５００円
　　　　（当日２００円増、未就学児入場不可）全席自由
※販売窓口は、市内各文化ホールおよび公民館。座席には
限りがありますので、お早めにご購入ください。

▼開催日時

藤樹の里文化芸術会館　 （32）2461

12/10 土 12/11 日
18 時 30 分

開演
14 時
開演

※ 11月 3日は開館

※ 11月 3日は開館

ガリバーホール
風と土の交響
～自然豊かな美しい高島で
　　音楽を楽しむ贅沢を皆さまに～

10/2日

10/ 23日

10/ 30日

11/ 20日

入館無料月・火・祝日
…は休館

入館無料月・火・祝日
…は休館

ギャラリー Cafe Cozy

鑑	賞	無	料火・休

10 時～ 22時

10時～ 22時

10/1土～14 金

10/16日～24 月
ギャラリー藤乃井
10/7金～13 木

鑑	賞	無	料無　休
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相　談 日　時 場　所 内　容

高島こころのつえ
相談室
問 高島市社会福祉協議会
　ὸ（36）8220

毎週水・木曜日
　13 時～ 17 時
※祝日を除く

ー
（電話相談）

　誰かに話を聴いてほしいと感じたら、ぜひお電話
ください。人には話せない悩みのある方々に、もう
一度笑顔を取り戻すお手伝いができたらと思いま
す。思いによりそい、じっくりお聴きします。
　相談用電話番号　０１２０（８７４）７５６

たかしま縁結び
相談窓口
問 たかしま結びと育ち
の応援団
　ὸ（33）7758

毎週火～土曜日
　10 時～ 17 時　

たかしま結びと
育ちの応援団事
務所

（働く女性の家
の向かい）

　結婚についての相談を受け付け、縁結びボラン
ティアさんとともに出会いのお手伝いをします。
▼申込方法　事前にご予約ください。

女性のための
悩み相談室
問 人権施策課
　ὸ（25）8524

10 月１日㊏・５日㊌
・15 日㊏・19 日㊌・
22 日㊏
　13 時 30 分
　　～ 16 時 30 分
※相談時間は一人 50 分以内

働く女性の家

 　「こんなこと、相談するほどのことでもないのか
な…」と思わずに、どんな悩みでも気軽にご相談く
ださい。市外から女性カウンセラーを迎え、あなた
にあった解決策を一緒に探します。
▼申込方法　事前にご予約ください。（定員各３人）
　　　　　予約専用電話番号（２２）４０５２   

特設人権なんでも
相談所
問 人権施策課
　ὸ（25）8524

10 月 12 日㊌
13 時 30 分～ 16 時

市役所本庁
１階福祉相談室

　毎日の生活の中で、差別やいじめなど、人権に関
わる問題で悩んでいませんか？
　ひとりで悩まずに人権擁護委員にご相談ください。
※予約は不要です。

行政書士暮らしの
無料相談会
問 滋賀県行政書士会
　高島支部
　ὸ（32）0909

10 月 12 日㊌
　13 時 30 分
　　～ 16 時 30 分

新旭公民館
（観光物産プラ
ザ内）

　次のような暮らしの身近な諸手続きや法律問題に
ついて、ご相談に応じます。※予約は不要です。
▼相談内容　相続、遺言、成年後見、農地転用、開
発申請、車庫証明等自動車申請、営業許可、会社設立、
契約書、内容証明等

税理士による無料
税務相談会
問 今津納税協会
　ὸ（22）3733

10 月 20 日㊍
　13 時 30 分
　～ 16 時 30 分

高島市商工会
北部センター

（旧今津町商工会）

　平成 27 年から相続税法が改正されました。相続
や生前贈与にかかる税金の相談から、消費税申告に
関する悩み、商売を始めたときの税に関する手続き
などお気軽にご相談ください。※要事前予約

一日年金相談所
問 保険年金課
　ὸ（25）8137

10 月 27 日㊍
　10 時～ 16 時 安曇川公民館

▼申込方法
　次の電話番号まで事前にご予約ください。
　大津年金事務所 　☎０７７（５２１）１４８９　
　　　　　　　　　平日８時 30 分～ 17 時
※この電話では予約以外のご用件はお受けできません。
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「えっ本当！車に乗るのに点検整備やってないの？」
～安全と環境保全はクルマの点検整備が必要です～

「自動車点検整備推進運動強化月間」

国土交通省　近畿運輸局滋賀運輸支局
　検査整備保安部門　 ０７７（５８５）７２５２

９月・
10月は

相　談（秘密厳守・相談無料）

映
画
「M

other　
Lake

」

上
映
会
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ



　本や調べもののお問い合わせも受けつけています。お気軽におたずねください。

開館日カレンダー

平成 28 年８月末現在

●人　口

男
女　

●世帯数

・前 月 人 口
・前 年 人 口

の動き（人口と世帯）

氏　　名 性　別

お誕生おめでとう！
氏　　名 性　別 氏　　名 性　別

人

平成 28年８月１日から８月 31日までの届出分（敬称略）
本ページの掲載情報は、了解をいただいた方のみ掲載しています。

「お誕生おめでとう」のコーナーは、個人情報保護の観点から「生年月日」と「ところ」
を省略させていただきます。

５０，５６１人……（……－63）
５１，２２２人（－724）

５０,４９８人

２０,３００世帯

２４,６１５人
２５,８８３人

たかしま
　  の
人の動き

（出生）

謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）
氏　名 性別 年齢 ところ 氏　名 性別 年齢 ところ 氏　名 性別 年齢 ところ

窓口だより

はおはなし会、 は講演会です。時間や内容については各図書館へお問い合わせください。話 講

10 月 開館時間
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

今 津 図 書 館
（22）3827

10 時～ 19 時
（土曜 21 時まで） 休 休 話 休 休 休 講 休 休 話 休 休

安曇川図書館
（32）4711

10 時～ 19 時
（金曜 21 時まで） 話 休 休 休 休 話 休 休 休 休 休 休

マキノ図書館
（27）0350 10 時～ 18 時 休 休 休 休 話 休 休 休 休 休

朽木図書サロン
（38）2324 10 時～ 18 時 話 休 休 休 休 休 休 休 休 休

新 旭 図 書 室
（25）2811 10 時～ 18 時 休 休 休 休 話 休 休 休 休 休

高 島 図 書 室
（36）2160 10 時～ 18 時 休 休 休 休 話 休 休 休 休 休

高島市立図書館ホームページ　　https://lib.city.takashima.shiga.jp/

納付のお知らせ10月

・納期限までに納めましょう。納期限までに納付さ
れない場合は、督促手数料や延滞金が加算されるこ
とになります。

○窓口延長業務（午後８時まで）を行っています。
市役所本庁・朽木支所 マキノ支所 安曇川支所
高島支所 今津支所

月 火 水
木 金

○バーコードが印刷された納付書は、コンビニでも納付できます。

・口座振替の方は預貯金残高の確認をお願いします。

○市・県民税、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険
　料の特別徴収（年金からのお支払い）対象者の皆さん

10 月 14 日受け取りの年金から天引きされます。
項　目 期　別 納期限

市 ・ 県 民 税（普通徴収） 第 3 期

10 月 31 日
国民健康保険税（普通徴収） 第 7 期
介 護 保 険 料（普通徴収） 第 7 期
後期高齢者医療保険料（普通徴収） 第 4 期
水道料金（8月～9 月使用分） 10 月期

31 2016.10 月号

　

濱崎　貞弘／著（農山漁村文化協会）
そのまま食べるだけでなく、い
ろいろな食品に加工でき、渋み
や葉も利用できる柿の魅力が詰
まった本です。柿料理や干し柿、
柿酢の作り方から、柿渋、柿の
葉の加工法まで、柿のさまざま
な楽しみ方がわかります。

湖北・長浜に伝わる仏像を紹介
する本です。一つの地域の中に
こんなにもあるのか、と驚くく
らい、さまざまな見た目の仏像
が掲載されています。読書後は、
現地へ実物を見に行ってみては
いかがでしょうか。

『柿づくし』

長浜市・東京藝術大学美術館／著（サンライズ出版）
『びわ湖・長浜のホトケたち…Ⅱ』

内田百間の数多い随筆の内、鳥
や小さな生物について述べたも
のを集めた作品集です。スズメ
やニワトリ、オナガにコノハズ
クなど、いろいろな鳥たちとの
出来事がユーモアたっぷりに語
られています。

内田　百間／著（中央公論新社）
『阿呆の鳥飼』

今月のおすすめ 催し物のお知らせ 10 月※
そ
の
他
に
も
新
し
く
入
っ
た
本
が
あ
り
ま
す
の
で
、
新
着
・
新
刊
案
内
は
、
各
図
書
館
で
の
掲
示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
図
書
館
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

魚と絵が大好きな少年から名誉
博士へ。学者でタレントでもあ
るさかなクンの、少年時代から
現代までを振り返った自叙伝で
す。好きなことに取り組む楽し
さや難しさ、あきらめず続ける
ことの大切さが書かれています。

さかなクン／著　（講談社）
『さかなクンの一魚一会』

『くらべる東西』
おかべたかし / 文　山出高士／写真（東京書籍）

　「出
だ し

汁の濃さ」や「いなり寿司の
形」など、東西での違いをよく耳に
します。けれど実際に比べる機会
は、なかなかないのでは？

　この本では、見開きの右と左にわけて西と東の食べ
物や道具の写真が載せられており、両者を一目で比べ
ることができます。
　東と西の違いは、昔からの文化や伝統に由来するも
のが多々あるそうです。しかし最近では、インターネ
ットや流通の発達により、東や西だけでなく地域での
差も少しずつなくなりつつあるのだとか。その中で今
も伝わる「違い」は、それを残したいという強い意志
を持った人たちによって残り続けているのだと述べら
れていました。
　あなたの故郷にはどのようなものがありましたか？  
もしかしたら、他の人が驚くような違いがあるかもし
れませんよ。（Ａ・Ｋ）　　

内田百間の数多い随筆の内、鳥

『
おかべたかし / 文　山出高士／写真（東京書籍）

　この本では、見開きの右と左にわけて西と東の食べ

○かけはし
　「金曜午後の朗読会」
　日時：21 日金 14 時～ 15 時

○エントランス展示
　「椋川の暮らしと文化」
　　出展：是永宙さんほか
　　　結いの里　椋川の皆さん
　　日時：１日土～ 31 日月 

今津図書館

○人形劇団…あっぷりけ公演
　日時：22 日土
　　　   10 時 30 分
　　　　　～ 11 時 30 分

マキノ図書館

Recommended……Book司書のイチオシ本

　第 25 回あどがわ図書館まつりの「子どもバザー」に、ご提供いただける子ども用品募集中。
▼募集期間
　11 月３日木まで　※安曇川図書館カウンターへ開館時間中にお持ちください。
　詳しくは、各図書館設置のちらしをご覧ください。安曇川図書館
　 （32）4711

子どもバザー商品募集！

※蔵書点検のため、今津図書館は 14 日（金）、安曇川図書館は 26 日（水）を臨時休館とします。
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　スポーツ、食欲、読書など、
秋はさまざまなことに挑戦
できる季節です。皆さん今

年はどんな「秋」を過ごされるでしょ
うか。色んな側面を見せる秋ですが、

「防災の秋」という呼び方もあるよう
です。地震や台風など、さまざまな災
害が生活を襲っています。枕元に非常
用持出袋を置いたり、避難場所を確認
したりと、すぐにできることはたくさ
んありそうです。今、自分にできるこ
とは何か、少しだけ考えてみましょう。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　（Ｍ）

文
化
財
課

　

（
３
２
）
４
４
６
７

　　
市
内
に
三
つ
の
宿
場

　
高
島
市
内
の
湖
辺
を
南
北
に
は
し
る

西
近
江
路
は
、
古
代
よ
り
畿
内
と
北
陸

を
結
ぶ
主
要
街
道
で
し
た
。
近
世
に
は

北
国
海
道
と
も
呼
ば
れ
、
琵
琶
湖
の
湖

上
交
通
と
も
結
び
つ
い
て
人
や
荷
物
が

多
く
行
き
か
い
、
宿
場
町
が
繁
栄
し
ま

し
た
。
滋
賀
県
内
に
あ
っ
た
北
国
海
道

沿
い
の
七
宿
の
う
ち
、
高
島
市
内
に
も

マ
キ
ノ
の
海
津
宿
、
今
津
の
今
津
宿
、

新
旭
の
川
原
市
の
三
宿
が
あ
り
ま
し

た
。

　
こ
の
う
ち
川
原
市
（
河
原
市
）
の
名

前
は
、
中
世
か
ら
す
で
に
登
場
し
て
い

ま
す
。
市
内
の
他
の
二
宿
と
異
な
り
、

湖
に
面
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
他
の
宿

と
比
べ
て
小
規
模
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
他
宿
と
同
様
、
人
馬

提
供
に
よ
る
輸
送
を
行
い
、
南
の
小
松

と
北
の
今
津
を
結
ぶ
陸
運
の
便
を
図
る

役
目
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　
馬う

ま
か
た
ま
た
ざ
え
も
ん

方
又
左
衛
門
の
逸
話

　
川
原
市
に
は
こ
の
役
目
を
担
っ
た
馬

方
の
一
人
で
あ
る
馬
方
又
左
衛
門
の
、

次
の
よ
う
な
逸
話
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
加
賀
の
飛
脚
が
、
京
都
の
屋
敷
ま
で

大
金
を
届
け
る
た
め
北
国
海
道
を
旅
し

て
い
ま
し
た
。
川
原
市
で
馬
を
乗
り
継

い
だ
際
に
鞍
に
財
布
を
忘
れ
て
し
ま

い
、
和わ

に邇
の
宿
で
途
方
に
暮
れ
て
い
た

と
こ
ろ
、
川
原
市
の
馬
方
が
和
邇
ま
で

財
布
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。
飛
脚
は

大
層
感
謝
し
ま
し
た
が
、
馬
方
は
お
礼

も
断
り
、「
せ
め
て
こ
れ
だ
け
は
受
け

取
っ
て
ほ
し
い
」、
と
飛
脚
が
渡
し
た

少
額
の
金
子
も
そ
の
場
で
酒
と
肴
に
換

え
、
宿
の
者
も
交
え
て
酒
を
酌
み
交
わ

川原市の一里塚跡

川原市宿場跡付近

北ほ

っ

こ

く国
海か

い

ど

う道
と

　
　
　
川
原
市
宿

し
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

　
こ
の
馬
方
の
行
い
は
、
中
江
藤
樹
の

「
親
に
は
孝
行
せ
よ
、
嘘
は
つ
く
な
、

人
の
物
は
と
る
な
」
と
い
う
教
え
に
基

づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
、
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
話
に
登
場
す
る
馬
方
は
、
名
を

中
西
又
左
衛
門
と
い
い
、
川
原
市
に
あ

る
又
左
衛
門
の
屋
敷
跡
に
は
、
藤
樹
学

の
権
威
と
し
て
知
ら
れ
た
西
晋
一
郎
氏

の
揮き

ご
う毫

に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
石
碑
が

立
っ
て
い
ま
す
。

　
川
原
市
の
一
里
塚

　
ま
た
、
川
原
市
に
は
街
道
の
名
残
と

し
て
、
一
里
塚
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
一
里
塚
と
は
そ
の
名
の
と
お
り
一
里

（
約
４
㎞
）
ご
と
に
置
か
れ
た
塚
で
、

古
く
か
ら
旅
人
の
道
し
る
べ
と
な
っ
て

人
々
の
往
来
を
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。

『
高
島
郡
誌
』
に
よ
れ
ば
、
市
内
で
は
、

木
津
や
海
津
な
ど
七
か
所
に
一
里
塚
が

あ
っ
た
と
伝
わ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち

の
一
つ
で
あ
る
川
原
市
の
一
里
塚
は
、

平
成
18
年
（
２
０
０
６
年
）
に
市
の
指

定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
当
時
の
面
影

を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。


